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【今月号の表紙】To the light（光のほうへ）

特集

教えて先輩。
患者さんとの対応で困った時に、
よりどころになる看護理論を。
｜中村 創（千歳病院・専門看護師）

次 号 予 告 　2019年3月号

▶生まれてかれこれ半世紀が経ちますが、最近になって耳にピア
ス穴を空けました。「今になってなぜ？」と思われるかもしれないの
ですが、自分で好きなように生きますという表明として、だいぶ遅
い母離れとして（笑）。今はピアスを選んでいる時が楽しいです。
弊誌にも風穴をビュービュー空けて行きたいと思います（！？）。 

▶ところで話は変わりますが、この医学書院の『精神看護』と、
精神看護出版さんの『精神科看護』があまりに雑誌名が似てい
る問題を、今さらながらまずいのではと思い始めました。「あの連載
読んでます」と言われてよく聞いてみると、『精神科看護』さんの
記事だったり、執筆した方でさえ、「あれ、どっちに書いたんだっ
たっけ？」と混乱されている様子を見ると、申し訳ない気さえしてき
ました。担当者だけが全く違うものだと思ってやってきましたが、読
者の皆さんからは案外区別がついていないのだと実感することが
続きまして。このまま似たような雑誌名で行くのもよいのでしょう
が、もし区別がつくようにするとしたら、どうしたらよいものでしょう
か。『医学書院の精神看護』という雑誌名にしましょうか。ひらが
な名にしましょうか。全く違う雑誌名にしましょうか（アイデアがあっ
たら教えてください seikan@igaku-shoin.co.jpまで）。［石川］

編集後記

＊予定ですので、著者、内容含め変更になる場合があります。

新連載
リエゾンである私が 
自分史上最高に困難だったケースのこと
◎�武用百子 
（和歌山県立医科大学看護キャリア開発センター）

特別記事
自閉症スペクトラムと看護【後編】
チームでどのように協働するか
◎山下隆之（八事病院・精神科認定看護師）

特別記事
フィンランドでオープンダイアローグを 
体験してみた
◎水谷 緑（漫画家）
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